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地 歴 科 学 習 指 導 案 
令和４年10月 ３学年 指導者 宮﨑 大志  

 

１ 単元名 「沖縄返還」 

 

２ 単元観 

本単元は日本がどのようにして主権を回復させたかについて扱う。日本はサンフランシスコ平和条約調印

によって主権を回復させたが、そのとき達成されなかった沖縄の主権回復がどのような背景のもとで達成さ

れたかについて理解させたい。それには冷戦に伴う国際環境の変化や国内の社会状況を関連付けて考察する

必要があり、本単元は多面的・多角的に考える力を養うために有用な単元と考えた。 

 

３ 生徒の実態及び指導方針（男子９名 女子26名 計35名） 

このクラスは校外の大学や企業との連携活動を積極的に行う文系クラスと文系普通クラスの日本史選択者

で構成される。特に校外の大学や企業との連携活動を積極的に行うクラスの生徒はプレゼンテーションの経

験が文系普通クラスよりも多く、ＩＣＴを活用した授業に積極的である。 

 

４ 研究との関わり 

平成 30 年度告示高等学校学習指導要領地理歴史編の目標には「地理や歴史に関わる事象の意味や意義、

特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向け

て構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養

う」とある。しかし、第３期群馬県教育振興基本計画では児童生徒の学力の状況について「知識・技能を活

用する能力を育成することが課題」と指摘している。 

これに対し、本校生徒の多くは日々の学習に対して真面目に取り組み、教師の提示する知識・考え方を積

極的に理解しようとしているが、提示した知識・考え方の理解に留まり、歴史的事象の多面性や多角性につ

いて考察しようとすることは苦手である。 

そこで、ジグソー活動を取り入れ、複数の資料を活用して歴史的事象を多面的・多角的に考察する力を育

てたいと考え、上記の通り課題を設定した。その際、年間を通じて行えるようにＩＣＴ機器を活用し、20分

間を目標としたジグソー法を取り入れた。 

 

５ 単元の目標  

(1) 日本の主権回復の過程について、国際環境の変化や国内政治と関連づけて理解する。（知識及び技能） 

(2) 日本の主権回復の過程における歴史的事象がどのような背景のもと起こったか、多面的・多角的に考 

察し、表現できる。（思考力・判断力・表現力） 

(3) 国際環境や国内政治を関連づけて日本の主権回復の過程に関心をもち、自分なりに歴史的事象を評価 

し、主体的に追究、解決しようとする態度を養う。（学びに向かう力、人間性等） 

 

６ 単元の評価規準  

(1) 知識・技能 

 ① 日本の主権回復の過程で国際環境の変化や国内政治が深く関係していることを理解している。 

(2) 思考・判断・表現 

① 日本の主権回復が国際環境や国内政治とどのように関係していたか、多面的・多角的に考察し、表

現している。 

(3) 主体的に学習に取り組む態度 

① 日本の主権回復の過程について国際環境や国内政治を関連づけて考察し、歴史的事象を自分なりに

評価し、その課題を主体的に追究しようとしている。  
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７ 指導と評価の計画（全５時間） 

 時 

間 

●ねらい 

○学習活動 ☆ ICT活用 

知 思 態 ◇評価項目＜方法（観点）＞ 

〔記〕：記録に残す評価 

つ

か

む 

１  

 

 

●問いに対する予想を立てる。 

○占領政策の方針がなぜ転換することに

なったのか、予想を立てる。 

●冷戦の勃発に伴ってアメリカが日本を

西側陣営の一部に組み込む必要性が高

まったことを理解させる。 

○占領政策の転換がその後の日本にどの

ような影響を与えたか資料を読み取り

国際環境と関連付ける。 

 

 

 

○ 

  

 

 

○ 

 

 

 

 

◇問いに対して興味をもち、予想を立て

ている。 

＜ワークシート（態①）＞〔記〕 

◇占領政策の転換には冷戦の勃発に伴っ

て日本を西側陣営の一部として組み込

む必要性に迫られた背景があったこと

理解している。 

＜ワークシート（知）①＞〔記〕 

追

究

す

る 

２ 

 

 

●朝鮮戦争の勃発は当時の日本にどのよ

うな影響があったか考察し、表現でき

るようにする。 

○特需景気や警察予備隊創設の背景につ

いて考察し、日本の国際的地位の変化

を表現する。 

 

 

 

 

〇  ◇占領政策の方針が転換したことで、経

済復興が早まるとともに再軍備も行わ

れたことを考察し、表現している。 

＜ワークシート（思）①＞〔記〕 

 ３ 

 

●サンフランシスコ平和条約によって主

権を回復した一方で、ＧＨＱによる諸

法令の執行に伴い、政府による国民統

制が強化されたことを表現する。 

○独立回復の一方でＧＨＱによる統制か

ら政府による統制に伴う国内の反発も

生じたことを考察し、表現する。

（☆） 

 ○  ◇ＧＨＱによる統制から日本政府による

統制へ移行する中で様々な社会問題が

発生したことを考察し、表現してい

る。 

＜ワークシート（思）①＞〔記〕 

 ４ ●安保条約調印の過程と現代に通じる安

保問題の課題を主体的に追究する。 

○日米安全保障条約調印の過程やその後

の問題について、現代の米軍基地問題

とどのような関係性があるか主体的に

追究する。 

  ○ 

 

 

 

 

◇日米安全保障条約の調印過程やその後

生じた社会問題について 

主体的に追究しようとしている。 

＜ワークシート（態）①＞〔記〕 

ま

と

め

る 

５ 

 

本

時 

●沖縄返還の背景について理解させる。 

〇沖縄の返還について国際環境と国内問

題とを資料を読み取り、関連付ける。 

●沖縄返還という歴史的事象が我が国に

与えた影響を多面的に考察し、それぞ

れの立場に応じた社会問題を考察し、

表現できるようにする。 

○沖縄返還に関する資料の読み取りを行

ったうえで、その意義やその後の問題

点を考察し、表現する。（☆） 

〇 〇  ◇沖縄返還の背景にはベトナム戦争の激

化に伴う沖縄の米軍基地利用に対する

反発やアメリカ経済の減衰があったこ

とを理解している。 

＜ワークシート（知）①＞〔記〕 

◇沖縄返還がどのような立場の人によっ

てどのような意義があり、またその後

どのような問題があったか考察し、表

現できている。 

＜ワークシート（思）①＞〔記〕 

［単元の学習課題（単元・題材を貫く問い）］ 

日本はどのようにして主権を回復させたのだろうか？ 
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８ 本時の展開（５/５時間目） 

(1) ねらい 

沖縄返還によってその後の社会にはどのような影響があったかについて立場に応じて考察し、表現でき

るようにする。 

(2) 準備 

教科書、資料集、ＩＣＴ端末、ワークシート 

(3) 展開 

時

間 

○学習活動 

・想定する児童（生徒）の意識 

☆ＩＣＴ活用 

◎研究上の手立て 

○指導上の留意点 

●努力を要する児童（生徒）への支援 

◇評価項目＜方法（観点）＞ 

導

入

５

分 

１ 本時の目標を確認し、学習内容の見通

しをもつ。 

○沖縄返還協定は日本及びアメリカにと

ってどのようなメリットがあったか考

える。 

・沖縄の主権が回復した 

・アメリカは軍を引き続き日本に駐留さ

せることができた。 

 

 

 

 

 

○この授業では沖縄返還が日本の立場あるいはアメ

リカの立場でどう評価すべきか考えることが重要

であることを指示する。 

展

開

①

20

分 

２ 沖縄返還のメリットまたはデメリット

について考察する。（☆） 

○配布されたプリントにある資料を読み

取り、読み取った内容をオンライン上

にアップロードする。【課題１】 

・（Ａ－１）パスポートなしで本土との

行き来が可能になった。 

・（Ａ－２）念願の祖国復帰をはたし、

教育や経済の水準が上がった。 

・（Ａ－３）米軍基地を維持しつつ、日

本に基地の維持費を負担させた。 

・（Ｂ－１）基地の維持費負担を強いら

れることになった。 

・（Ｂ－２）返還後も米兵の犯罪や騒

音、事故の問題が継続した。 

・（Ｂ－３）核兵器が撤去され、アメリ

カの軍事的影響力が低下した。 

○自分が読んだものと同じ記号の人の解

答を参考にしつつプリントに課題の解

答を記述する。【課題２】 

〇２人１組のペアで沖縄返還のメリット

またはデメリットについて分かったこ

との共有を行い、新しく得た情報をプ

 

 

◎配布されたプリントにあるＡまたはＢの資料を読

み、立場に応じて沖縄返還という歴史的事象にど

のようなメリットまたはデメリットがあったか考

えさせる。その後オンライン上で資料毎にエキス

パート活動を行い、プリントに解答を実際に記入

させる。解答の作成方法についてオンライン上か

実際のプリントなのか明確に指示を出す。 

●オンライン上にアップロードされた他の生徒の考

えを参考に解答が作成できることを指示する。 

○各資料がどの立場の人にとってどんなメリットま

たはデメリットであったか考えさせる。【課題

１】 

（Ａ－１は日本（政府）のメリット、Ａ－２は沖縄

の人のメリット、Ａ－３はアメリカ側のメリッ

ト、Ｂ－１は日本（政府）のデメリット、Ｂ－２

は沖縄の人のデメリット、Ｂ－３はアメリカ側の

デメリットの資料として生徒に配布している。） 

 

◇沖縄返還のメリットまたはデメリットを立場に応

じて記入できているか。 

＜ワークシート【課題２、３】（思①）〔記〕＞ 

［本時の学習課題］ 

沖縄返還の影響を多面的・多角的に考察しよう。 
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リントに記入する。【課題３】 

〇ジグソー活動をふまえ沖縄返還の評価

を行う。【課題４】 

◇沖縄返還を立場に応じて評価できているか。 

＜ワークシート【課題４】思①）〔記〕＞ 

展

開

②

10

分 

３ 沖縄返還前後の知識を身に付ける。 

○沖縄返還の背景について理解する。 

・ベトナム戦争の激化とそれに伴って祖

国復帰運動が盛んになったこと。アメ

リカ側のベトナム戦争の戦況悪化によ

る経済状況などの関連を理解する。 

 

○沖縄返還が冷戦構造の中で実現した事象であるこ

とを理解させる。 

◇沖縄返還の過程について必要事項をワークシート

に記入できているかどうか。 

＜ワークシート（知①）〔記〕＞ 

展

開

③

10

分 

４ 沖縄返還の影響について考察する。 

〇沖縄返還後どのような問題が発生した

か考え、プリントに記入する。 

・米軍基地が沖縄県内に残ったままとな

り、騒音問題や米軍兵の犯罪行為など

が問題となった。 

・米軍基地の維持費等をめぐって日米間

の摩擦が生じた。 

・沖縄の人々に対する本土の人の差別問

題が明らかとなった。 

・密約が明らかとなり核の持ち込みが、

国民に対し秘密裏に行われていた可能

性があった。 

 

〇日本、アメリカ、沖縄など立場を明らかにするよ

う指示する。 

◇複数の立場から考えを表現できているかどうか。 

＜ワークシート（思①）〔記〕＞ 

ま

と

め

５

分 

５ 本時のまとめを行い、振り返りをす

る。 

○沖縄返還の影響について80字程度でま

とめる。 

・日本・アメリカ・沖縄それぞれの立場

によって様々な影響があった。 

・本土の人も沖縄の人の立場に立って基

地の問題を考えるべきではないか。 

 

 

○沖縄返還をめぐる政治・外交の過程を振り返り、

沖縄返還後の日本の政治・経済・外交について見

通しをもたせる。 

 

 (4) 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 


